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日本赤十字社幹部看護師研修センター 

令和３年度 

研修のご案内 
 

近年の保健医療福祉環境が大きく変化する社会状況の中では、看護管理者はゆるぎ

ない看護の本質を持ち、柔軟に対応し、変革する力が求められます。 

さらに、人間の生命や尊厳に関わる看護管理において、的確性と深い人間への洞察

力が求められます。 

この教育課程はこれらのことを踏まえ、豊かな人間性を養い、組織の推進者、変革

者として活躍できる看護管理者の育成をめざします。 

 
Ⅰ．各教育課程の日程・定員 

令和 3年度研修の授業形態については P10をごらんください。 
＊国民の休日は変更になる可能性があります。それにより研修期間が一部変更になることがあり

ます。 

＊研修は基本的に月曜日～金曜日の 9：30～16：30ですが、17：30までの日程など研修により多

少変更します。また、講師等の都合により、土日、祝日の場合もあります。   

＊ ファーストレベル、セカンドレベル受講希望の方 

上記期間内で日本看護協会が定める時間数を受講していただきます。 

その他、看護教育特講、看護管理特講、看護管理実習、赤十字科目、特別講義の教科目も選択

可能です。 

＊ サードレベル受講希望の方 

Ａ期とＢ期で日本看護協会が定める規定時間数を終了します。 

Ｃ期（看護管理特講Ⅲ、看護教育特講Ⅲ、赤十字特講）についても選択していただくことが可

能です。 

 

 

 

教育課程 期 間 定員 

日本看護協会認定看護管理者 

教育課程ファーストレベル 

令和３年４月 22日(木)～７月上旬 

（この期間内で必須科目 111時間受講） 
20名 

日本看護協会認定看護管理者 

教育課程セカンドレベル 

前期：令和３年６月 24日(木) ～８月上旬 

＜前期終了～後期開始までに実習 1日＞ 

後期：令和３年 10月上旬～11月中旬 

  （この期間内で必須科目 183時間受講） 

20名 

日本看護協会認定看護管理者 

教育課程サードレベル 

Ａ期:令和３年６月１日(火)～６月 23日(水) 

＜A期終了～B期開始までに看護管理実習 1日＞ 

Ｂ期:令和３年９月６日(月)～９月 30日(木) 

 (Ａ期・Ｂ期の期間内で必須科目 186時間受講) 

Ｃ期:令和４年１月18日(火)～２月19日(木)(Ｃ期は選択) 

若干名 

厚生労働省所定の実習指導者

講習会 

【ファーストレベルと併せて 

受講する場合と単独受講が 

あります（次頁参照）】 

令和３年４月 26日(月)～８月６日(金) 

のうち 240時間 
若干名 
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＊実習指導者講習会について 

 

    ファーストレベルの受講希望者は、実習指導者講習会の受講も可能です。   

  実習指導者講習会の全日程は 240 時間ですが、令和３年度のファーストレベルの受 

  講者は、ファーストレベル以外で 216時間を受講することにより、厚生労働省所定の 

「修了証明書」が取得できます。受講料は、ファーストレベルの受講料のほかに、別途 

費用（8万円）がかかります。 

    

  また、平成 29年度から、実習指導者講習会を単独で受講することが可能となり 

ました。 

実習指導者講習会の全日程 240 時間を受講することにより、厚生労働省所定 

の「修了証明書」が取得できます。受講料は、８万円です。 

 

＊詳細につきましては、日本赤十字社幹部看護師研修センターにお問い合わ 

せください。  
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Ⅱ．日本看護協会認定看護管理者教育課程の研修概要 

１．教育理念・教育目的・教育目標 

 

 

教育理念 

 

 

多様なヘルスケアニーズを持つ個人、家族及び地域住民に対して質の高い組織的看護サービス

を提供することを目指し、さまざまな状況に対応できる看護管理者を育成する。教育体制を整え、

看護管理者の資質と看護の水準の維持及び向上に寄与することにより、保健医療福祉に貢献する。 

 

 

ファーストレベル セカンドレベル サードレベル 

目    的 

 看護専門職として必要な管理 

に関する基本的知識・技術・態 

度を習得する。 

 

 看護管理者として基本的責務 

を遂行するために必要な知識・ 

技術・態度を習得する。 

 

多様なヘルスケアニーズを

もつ個人、家族、地域住民及び

社会に対して、質の高い組織的

看護サービスを提供するため

に必要な知識・技術・態度を習

得する。 

 

目    標 

１．ヘルスケアシステムの構造

と現状を理解できる。 

２．組織的看護サービス提供上

の諸問題を客観的に分析でき

る。 

３．看護管理者の役割と活動を

理解し、これからの看護管理

者のあり方を考察できる。 

 

１．組織の理念と看護部門の理

念の整合性を図りながら担当

部署の目標を設定し、達成に

向けた看護管理過程を展開で

きる。 

２．保健・医療・福祉サービス

を提供するための質管理がで

きる。 

 

 

  

１．保健医療福祉の政策動向を 

理解し、それらが看護管理に 

与える影響を考えることが 

できる。 

２．社会が求めるヘルスケアサ 

ービスを提供するために、看

護現場の現状を分析し、デー

タ化して提示することがで

きる。 

３．経営管理の視点に立ったマ

ネジメントが展開できる。 
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２．認定看護管理者教育課程の教科目とねらい 

（１）日本看護協会認定看護管理者教育課程ファーストレベル  111時間 

教科目 ね ら い 時間数 

ヘルスケアシ

ステム論Ⅰ 

１．へルスケアシステムの構造と現状、保健医療福祉制度を理解する。 

２．保健医療福祉制度の変化が看護管理に与える影響を理解する。 
15時間 

組織管理論Ⅰ 

１．看護管理に必要な知識体系を学び、看護管理への活用を理解する。 

２．看護実践における倫理的課題や意思決定への支援を看護管理者の

視点で理解する。  

15時間 

人材管理Ⅰ 

１．看護に関連する法律や制度の変化を捉え、看護管理の視点で変化

の意義や適応を理解する。 

２．組織集団の基本概念、集団の力動的諸機能を理解する。 

３．看護チームにおけるリーダーの役割、医療チームにおける看護の

役割を理解し、連携・協働のあり方を学ぶ。 

４. 人材育成のための基本的な概念を理解する。 

５. 現場（看護単位）における後輩育成や指導方法を理解する。 

30時間 

資源管理Ⅰ 

 

１. 経営資源と管理の基礎的知識を学び、医療システムについて理解 

する。 

２．情報の概念と特徴を理解し、倫理的な取り扱いを学ぶ。 

３．患者ケアに役立ち、看護の質改善に資する情報のあり方を学ぶ。 

15時間 

質管理Ⅰ 

１．看護サービスの基本的概念を理解する。 

２．看護サービスの対象となる人々の権利を尊重した、看護サービス

の提供過程を理解する。 

３．安全を保障しながら、より質の高い看護サービスを提供する方法

を理解する。 

15時間 

統合演習Ⅰ 
１．看護サービス提供上の問題を論理的に解決する過程を通し、看護 

  管理実践能力を高める。 
21時間 

 

（２）日本看護協会認定看護管理者教育課程セカンドレベル    183時間 

教科目 ね ら い 時間数 

ヘルスケアシ

ステム論Ⅱ 

１．保健・医療・福祉サービスを提供する上で必要な基本的考え方と

具体的な方法について理解できる。  
15時間 

組織管理論Ⅱ 

１．組織運営に関する諸理論に基づき、担当部署の看護管理過程を評

価し、質向上のための方策を見いだす。 

２．看護管理者としての倫理的課題と倫理的意思決定プロセスについ

て学ぶ。 

30時間 

人材管理Ⅱ 

１．組織の理念、経営目標を達成するための中心的要素である人材の

確保・育成・活用等、人的資源管理に必要な知 識・技術・態度

について理解できる。 

２．看護職者のキャリア開発について、概念・理論、具体的方法につ

いて理解できる。 

48時間 

資源管理Ⅱ 
１．医療経済の構造・現状について学び、変革が進む医療システムに

ついて理解できる。 
15時間 

質管理Ⅱ 
１．看護サービスの質保証について理解する。 

２．組織的リスクマネジメントについて理解する。 
30時間 

統合演習Ⅱ 

１．看護管理実践計画の立案を通し、中間管理者として看護の質の維

持、向上に向けた看護管理実践能力を高める。 

２．他施設実習を行い地域連携を理解する。 

45時間 
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（３）日本看護協会認定看護管理者教育課程サードレベル    186時間 

教科目 ね ら い 時間数 

ヘルスケア

システム論

Ⅲ 

１．保健医療福祉の政策動向を理解し、それらが医療施設経営および

看護管理に与える影響を考え行動できる。 

２．社会が求めるヘルスケアサービスを提供するために、看護現場の

現状を分析・データ化して提示することができる。 

30時間 

組織管理論

Ⅲ 

１．社会が求めるヘルスケアサービスをアセスメントし、目的達成を

目指した組織化を図るための諸理論を理解し、効果的な組織運営

について考える。 

２．トップマネジャーとして備えるべき要件について理解し、行動で

きる。 

30時間 

人材管理Ⅲ 

１．組織の理念・経営目標に沿った質の高いケアを創造するための人

材の確保・育成・活用等人的資源管理について考察する。 

２．看護職のトップマネジャーとして、看護管理者の能力開発・活用

を促進する教育について考察する。 

15時間 

資源管理Ⅲ 

１．組織のトップマネジャーとして、時代に即した看護管理のあり方

を理解し、経営管理の視点に立ったマネジメントが展開できる。 

２．医療施設経営の基本を理解し、所属施設の経営に貢献するための

戦略策定を考察する。 

36時間 

質管理Ⅲ 

１．組織のトップマネジャーとして医療の質、看護の質を高める経営

について考察する。 

２．保健医療福祉政策の現状と課題を踏まえ、組織の安全管理につい

て理解を深める。 

30時間 

統合演習Ⅲ 

１．教科目で学習した内容を統合・活用し、看護管理の実践の向上を

目指す。 

２．組織の目標達成を目指し、効果的な組織運営を実践できる能力を

養う。 

45時間 
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Ⅲ．実習指導者講習会の研修概要 

１．教育目的・教育目標 
（１）教育目的：看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、効果的

な実習指導ができるように必要な知識・技術を習得する。 

（２）教育目標 

ア．看護教育における臨地実習の意義を理解し、実習指導者の役割について学ぶ。 

イ．看護教育についての基礎知識や看護教育者としての基本姿勢を身につける。 

ウ．実習指導者として学習を継続する姿勢を養う。 

エ．自己の看護実践を振り返り看護に対する認識を深める。 

 

２．実習指導者講習会の教科目と単元  240時間（ﾌｧｰｽﾄﾚﾍﾞﾙとの共通時間を含む） 

区分 科目 単元 時間数 

教育及び看護

に関する科目 

教育原理 教育原理 

108時間 

教育心理 教育心理 

人間理解 

教育方法 

 

 

 

教育方法 

成人学習論 

ｺｰﾁﾝｸﾞ、ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 

問題解決思考 

教育評価 看護学教育・評価 

看護論 

 

看護理論 

看護理論演習 

看護教育課程 看護教育課程 

看護教育論 

実習指導に関

する科目 

 

 

実習指導の原理 実習指導の原理 

90時間 

実習指導の評価 実習指導の評価 

実習指導の実際 実習指導の展開と評価 

実習指導案の作成 

臨地実習におけるマネジメント 

看護師 2年課

程通信制に関

する科目 

看護師 2年課程通信制の教育制度 看護師 2年課程通信制の教育制

度 

21時間 学生の到達度の理解 学生の到達度の理解 

実習指導の方法と留意点 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ｱｻｰﾃｨﾌﾞ 

看護におけるﾘﾌﾚｸｼｮﾝ 

その他   
21時間 
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Ⅳ．学習方法  

１．講義、グループ演習、個人演習など 

２．受講後、担当講師から提示された課題についてレポートを提出する。 

 

Ⅴ．修了要件について 

 １．日本看護協会認定看護管理者教育課程 

１）全ての科目の出席時間が規定の４／５以上であること。 

２）所定科目のレポート評価がＣ以上（A・B・C・Dの 4段階）であること。 

２．実習指導者講習会 

１）全ての科目の出席時間が規定の４／５以上であること。 

 

Ⅵ．受講要件・受講料(税込) 

 １．日本看護協会認定看護管理者教育課程  

ファーストレベル セカンドレベル サードレベル 

以下の要件(1)(2)(3)を満た

す者であること。 

 

(1)日本国の看護師免許を有

する者。 

 

(2)看護師免許を取得後、実務

経験が通算５年以上ある者。 

 

(3)管理的業務に関心があり、

管理的業務に従事することを

期待されている者。 

以下の要件(1)(2)(3)を満た

す者であること。 

 

(1)日本国の看護師免許を有

する者。 

 

(2)看護師免許を取得後、実務

経験が通算 5年以上ある者。 

 

(3)認定看護管理者教育課程

ファーストレベルを修了して

いる者。または看護部長相当

の職位にある者、もしくは副

看護部長相当の職位に１年以

上就いている者。 

以下の要件(1)(2)(3)を満た

す者であること。 

 

(1) 日本国の看護師免許を有

する者。 

 

(2)看護師免許を取得後、実務

経験が通算 5 年以上ある者。 

 

(3)認定看護管理者教育課程

セカンドレベルを修了してい

る者。または看護部長相当の

職位にある者、もしくは副看

護部長相当の職位に１年以上

就いている者。 

140,000円＊１ 190,000円＊１ 280,000 円＊１ 

＊看護管理実習は、上記受講料のほかに別途実習費用（旅費等）がかかります。 

 
＊1  ファーストレベルの受講希望者で実習指導者講習会（ファーストレベル以外で 216時間）

の受講を希望される方は、上記受講料のほかに、別途８万円かかります。なお、実習指導

者講習会を単独で受講される方は 240時間で、８万円です。 

 

２．実習指導者講習会 
（１）受講要件 

   １）日本国の看護師免許を有する者 

   ２）実務経験が通算５年以上である者 

上記１）、２）を満たし、かつ、以下のいずれかの要件を満たす者である。 

３）保健師養成所、助産師養成所、看護師養成所又は准看護師養成所の実習施設で実習指

導者の任にある者 

４）将来、３）の実習施設の実習指導者となる予定にある者 

５）３）の養成所で実習指導の任にある者 

（２）受講料：80,000円（資料代を含む） 
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Ⅶ．応募について 

１．提出書類 
（１）ファーストレベル 

１）令和３年度 日本看護協会認定看護管理者教育課程・実習指導者講習会申込書 

（様式１） 

２）勤務証明書（様式２） 

３）志望動機 

  この研修を志望する動機について述べてください。 

A4用紙 1枚、横書き、200字程度、表紙は不要。 

書式：ＭＳ明朝、10.5ポイント 40字×42行、 

余白：上 35㎜、下 30㎜、左 30㎜、右 30㎜ 

４）看護師免許証の写し（A4サイズに縮小コピーすること） 

５）受講要件及び必要書類確認書（様式３） ※実習指導者講習会を併せて受講の場合 

 
（２）セカンドレベル 

１）令和３年度 日本看護協会認定看護管理者教育課程・実習指導者講習会申込書 

 （様式１） 

２）小論文 

あなたの所属部署の現状と課題を踏まえ、どのような看護サービスを目指したいかについ

て述べてください。 

A4用紙 1枚、横書き、1600字以内、表紙は不要。 

書式：ＭＳ明朝、10.5ポイント 40字×42行、 

余白：上 35㎜、下 30㎜、左 30㎜、右 30㎜ 

1行目にオリジナルタイトル、2行目に氏名、3行目から本文を書いてください。 

３）受講要件において自分が該当する要件に必要な書類 

受講要件 提出書類 

ファーストレベルを修了している者 □ファーストレベル修了証写し 

看護部長相当の職位にある者、もしくは 

副看護部長相当の職位に１年以上就いて 

いる者 

□左記職位に関する勤務施設長の勤務証明書 

 （様式２） 

 
（３）サードレベル 

１）令和３年度 日本看護協会認定看護管理者教育課程・実習指導者講習会申込書 

  （様式１） 

２）小論文 

あなたがこれまで取り組んだ看護管理実践を振り返り、看護管理者としての課題について

述べてください。 

A4用紙 1枚、横書き、1600字以内、表紙は不要。 

書式：ＭＳ明朝、10.5ポイント 40字×42行、 

余白：上 35㎜、下 30㎜、左 30㎜、右 30㎜。 

1行目にオリジナルタイトル、2行目に氏名、3行目から本文を書いてください。 

３）受講要件において自分が該当する要件に必要な書類 

受講要件 提出書類 

セカンドレベルを修了している者 □セカンドレベル修了証写し 

看護部長相当の職位にある者、もしくは 

副看護部長相当の職位に１年以上就いて 

いる者 

□左記職位に関する勤務施設長の勤務証明書 

 （様式２） 

 

（４）実習指導者講習会 

１）令和３年度 日本看護協会認定看護管理者教育課程・実習指導者講習会申込書 

（様式１） 

２）勤務証明書（様式２） 

３）看護師免許証の写し（A4サイズに縮小コピーすること） 

４）受講要件及び必要書類確認書（様式 3）※実習指導者講習会の単独受講の場合 
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※記載された個人情報は、当研修センターにおいて適正に管理し同研修に関係する連絡・書類作

成のためのみに使用させていただきます。また、提出された書類は返却いたしませんのでご了

承ください。個人情報の取り扱いについては、日本赤十字社の個人情報の安全管理マニュアル

に基づき、個人情報の取得・利用を適切に行います。 

 

２．応募先  
〒150-0012  東京都渋谷区広尾 4-1-3 日本赤十字社幹部看護師研修センター 

 

３．応募締切 

    教育課程 締切日(最終日必着) 

① ファーストレベル 

 

令和２年 11月２日（月）から令和３年１月７日（木） 

 

 

② ファーストレベル+実習指導者講習会 

③ セカンドレベル 

④ サードレベル 

⑤ 実習指導者講習会（単独受講） 

 

Ⅷ．受講の決定に関すること 

１. 受講決定の方法 
日本赤十字社幹部看護師研修センター運営委員会において、書類審査を行い決定します。 

 

２. 選考基準 
（１） 受講要件を満たしていること。 

（２） 評定方法 

１）ファーストレベル 

「志望動機」を評価します。 

・評価の視点 

志望動機が明確でファーストレベルにふさわしいこと 

・評定基準 

  合・否 

２）セカンドレベル・サードレベル 

「小論文」を評価します。 

・評価の視点 

テーマと内容が一貫している。 

  論理的な文章構成である。 

・評定基準 

評定基準を以下のように定め、B以上を合格とします。定員を超えた場合は、評定

基準に従い、上位より合格とします。 

A：80点以上   B：60～80点未満   C：60点未満 

 

３. 受講者決定通知 
応募者の受講可否の通知を文書にて通知します。 

 

４. 受講料の納入 
受講料については、受講決定通知後にお知らせする方法で、指定の期日までに納入 

してください。なお、一度納入された受講料等は、原則返金致しませんのでご了承ください。 

 

Ⅸ．問い合せ先 
   日本赤十字社幹部看護師研修センター 

 〒150-0012 東京都渋谷区広尾４-１-３  

     電話 03-3499-1709（月～金曜日  9:00～17:30） 

     FAX  03-3407-1269  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ kanbu-ns@jrc.or.jp 

mailto:kanbu-ns@jrc.or.jp
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令和 3年度研修の授業形態について 

 

 新型コロナウィルスについては流行を繰り返し数年は続く可能性が指摘されています。 

経済活動も少しずつ活性化し、地域によっては大学も対面授業を再開しているところもあります

が、感染者の発生は後を絶たない状況です。このような中にあって、特に医療施設の職員には感

染予防が極めて重要であり、研修を実施する以上、感染のリスクを可能な限り低くする授業形態

を選択しなければならないと考えます。 

 令和 2 年度、幹部看護師研修センターにおいては、日本看護協会認定看護管理者教育課程ファ

ーストレベルおよび実習指導者講習会を中止しましたが、その他の研修は WEB 会議システムを

使ったオンライン研修で実施しています。令和 3 年度はまだ感染リスクが高いとして、オンライ

ン研修を継続したいと考えていますが、決定するには日本看護協会および厚生労働省がオンライ

ン研修可否についての見解を出すのを待たねばなりません。なお、日本看護協会は年内に、厚生

労働省は令和3年3月初旬までにそれぞれ見解を発出する予定であると確認しているところです。

見解が発出され次第、幹部看護師研修センターにおける授業形態を決定し通知することといたし

ます。 

 現時点における研修実施形態（案）について記載いたします。 

 

１． 次年度採用する研修実施形態（案） 

１） 案１（今年度と同様） 

⚫ すべて WEB 会議システムを使ったオンライン研修とする。 

⚫ 講師は研修センターまたは講師の希望する場所から講義を提供する。 

⚫ 研修生は自施設または自宅で受講する。研修センターで受講しても可とする。 

２） 案２ 

⚫ 原則として対面授業（集合研修）とする。 

⚫ 講師は研修センターまたは講師の希望する場所から講義を提供する 

⚫ 施設側の事情により集合研修が不可の場合は、オンラインでの受講を可とする。 

２． 日本看護協会がオンライン研修不可とした場合の対応策 

➡対面授業（集合研修）を許可する施設からの研修生のみを対象に、感染予防対策を徹底 

した上で研修を実施する。 

３． 日本看護協会がオンライン研修可、厚生労働省がオンラインによる研修不可とした場合の 

対応案 

➡日本看護協会認定看護管理者教育課程ファーストレベル、セカンドレベル、サードレベル

は実施するが、実習指導者講習会は中止とする。 

 

 


